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［Ⅰ］ 

問１  ア：陰 イ：173 ウ：陽 

 エ：2H2O → O2＋4H＋＋4e－ オ：8.97 

問２  カ：NaHCO3 → Na＋＋HCO3
－ 

 キ：HCO3
－＋H2O ⎯⎯⎯→⎯  H2CO3＋OH－ 

 ク：塩基 

 ケ：NaHSO4 → Na＋＋HSO4
－ 

  コ：HSO4
－＋H2O ⎯⎯⎯→⎯  SO4

2－＋H3O
＋ 

 （または，HSO4
－
⎯⎯⎯→⎯  SO4

2－＋H＋） 

 サ：酸 

問３  シ：14N 

 ス：1.7×104 

 

［Ⅱ］ 

問１  ア：疎水 イ：凝析 ウ：親水 

 エ：保護 オ：タンパク質 カ：ゼラチン 

 キ：フラーレン ク：同素体 ケ：正四面体 

 コ：熱伝導 サ：正六角形 シ：ファンデルワールス 

 ス：358 セ：478 

問２  コロイドの持つ電荷とは逆の符号で，イオン価の大きいイオンを含む電解質。 

問３  (1)  (あ)，(2)  (え) 

問４  黒鉛の平面網状構造内では，一つの炭素原子の四つの価電子のうち三つを他の炭素原子

との位置を決定する結合に使い，残り一つの電子の軌道は平面構造に垂直な方向に向かい

各炭素原子のこの軌道の全が重なり合っているので，この軌道内を電子が動くことができ

る。 

 

［Ⅲ］ 

問１  ア：直線形 イ：炭化カルシウム（又は，カーバイド） 

 ウ：銀(Ⅰ)アセチリド エ：ベンゼン オ：アセトアルデヒド 

 カ：塩化ビニル キ：シアン化水素 ク：酢酸 

 ケ：電気伝導 

問２  1.05 g/L 

問３  0.83倍 

問４  アセチレンの方がエチレンに比べて炭素‐炭素結合距離が短く，沸点における液体の 

密度が大きいので，極性が大きく分子間力が大きいと予想されるので。 



問５   

 

 

問６  全トランス形ポリアセチレン 全シス形ポリアセチレン 

 

 

 

 

 

 

［Ⅳ］ 

問１  ア：エーテル イ：縮合（又は脱水） ウ：ジエチルエーテル 

 エ：エタノール オ：ジメチルエーテル カ：低い   キ：C4H10NCl 

問２  ・水に溶けにくく，水と分離する。 ・揮発性が大きい 

 ・極性が小さく，多くの有機物質を溶解する。    以上３個より２個を記せ。 

問３  エタノールはヒドロキシ基の部分で分子間水素結合を形成するが，エーテルは分子間水

素結合を形成しない。 

問４  C26H29NO 

問５   

 

問６   

 

 

 

問７   

 

 

 

 

 

 

 

講評 

 大問４題（理科 2科目で 120分）の論述式。基本的な問題と難度の高めな問題が混在しているのは，日医

の化学の特徴である。 

 すべての大問の問１の穴埋め記入問題は，基本的なものが多いので確実に解答したい。7題ある計算問題は

標準レベルなので，合否を分けたのは，5題ある論述問題であろう。字数制限がないので，手際よく書かない

と時間が足りなくなってしまう。受験生のレベルを考えても，時間内に全問解くのは厳しい。［Ⅳ］の後半

の構造式決定では，時間があれば解けたのに…という受験生が多かったはず。手際よくスピーディーに解け

れば，例年並みの得点が期待できるであろう。 


